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　去年の春から花山へ登るのは，これで

ほS“二十回以上にもならう・今度ぱ，先

頃，山で同席した草二二に關する新聞記

事を思ひ質素ら山道を急いだ・

　草レ星二丁　　日月前の総會で御目に

掛ってから二三夜を経た或る朝，草津氏

の名は忽ちにして津々浦々まで響いた．

　L目を豊ますと，いつの間にか世は塞っ

て私の名を1二1にして居るのだ！■・　これ

は正に草レ氏に適用さるべく豫τ詩人バ

イロンが用意して置いた言稟でもあらう

L世界…「と云．垢賛麟をLルンペン「とい．t、

焦目にピタと合はせた手際は流石にヂヤ

1ナリズムである・大風一過，種無きi薪

開としては思ひも掛けぎりし大ヒットで
あった．JtJiくして，

　　一一，新聞は資つた．

　　一＝，　’：學者は報ひられた・

　　三，世道慢心は託せられた．

ひとり山本一山博士のみは淋しく幾され

たのではないか？　とにかく，恐らくL．世

界一「の一爵1：のために1これをルンペン

ならぬしノレンペン「にくくつつけたのは新

∫刃の罪だ・然し世に恐るべきはインテリ

ゲンツィアの群れではある．醗って私共

は山本博士に封ずる瀧腔の同情と信頼を

持ちながら上，山の如く一夕二二へと足を

運んだのである・

　花山天文毫　　恰度私の住む町では市

民祭で大騒をして后たが，四＋哩を距る

此則からはそれらしい何物も見ない・

　山へ点て先づ御なじみの圖書室に入れ

ば正面左手に塁長が態然と机に頑張って
居る・小さい：鞄と星．：ヨ1らしい物を・前に置

いて・例によって無愛想に吾々を迎へる・

脇には稚1茱才亨がうや々・々しく手をつい

で，何やら二翌星槻測とシ1イングのこ

とらしい話を申上げて居る・まさ．にし敵

艦見ゆ「の報皆である・私共も幾分緊張

を畳える・

　柴田彗星氏は濁房に閉ぢ籠って計算か
二諄，＝見力㌧何がしとも分らなし、・　ノ」、llr攣五＿氏

ぱ自室から出て，ヌ．入って行った・乾板

の準備でもして居るのか．

　地下室に公職掩蔽氏をpYJロると1935年

中の六等星以上のもの約六十鯨個の豫、k

を算出した表を見せた・それが惜しいと

見えて其襲爵写せしやうとは云はない・

Handbuch　der　Astrophysik第六巻の或る

個所に就て一寸聴かされた．荷城天女時

津氏は氣の毒にも編揖幾途で・結しい・泓

は來年度の年鑑編輯に聾する希望を喚べ

て僻した・

　一方ド1ムの中では誰やら黒い影が習

々として槻昼中・邪魔にならぬやう爵か
に退幽しアこ・

　月の無いほんとうに晴れ渡った星空だ
時折り來て’．Lしる丘ヒ！hには，草易氏に優る

とも劣らぬ努力の人々が，寒さも師惹も

物ともせす，時に家族を蔑し，児を忘れ，

ひたすらに眞理を求めて’t念ずる・空は

曇っても1又晴れぬとは限らす，交々夜の

明くるを惜しみつ、獣々として働く・而

もヲこれは誰にも頼よれた仕事ではない．

」叉，氣まぐれのアマチュア趣味とは事が
違ふ．

　特に止牛歳ばかり采る度に見る山上の

空褒には思はす頭の下るを魔えるが，今

宥もまた同じ思を持ちながら，私共は星

の明りをたよりにして，此等の人ゐが暗

夜にも通ぶなる十八町の道を下りて來
．た．

　此虚は明るい衝で，餅菓子四つ五つ，

家に待つ見の禁めに買ひ求め，吾等も亦

獣々として，下り三等車のrl‡に均を坐え

た，

　（故里にては粛申オ∫月なる七Hの夜4⇒


